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教育指導の充実に関する研究グループ

1 ICTを日常的に活用した教育活動の工夫・改善

◇ MDM向け研修の開催
・日時:5月18日(水)16:00~16:30
・場所:Google Meet
・講師:コピーセンターグローバル

代表取締役 泉谷 暖 氏
・内容:Google管理コンソールの

概要について

◇ 1人1台端末の適切な利用に
関するガイドライン

・名寄市小中学校教育情報セキュリ
ティガイドライン及び市内小中学
校の活用ルールに関する資料をも
とに作成
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1 ICTを日常的に活用した教育活動の工夫・改善
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◇ インターネット環境調査
・日時：令和4年6月
・対象：市内小中学校11校
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２ 個別最適な学びと協働的な学びの実現に資する１人１台端末を活用した指導

方法や教材等の工夫・改善（含プログラミング教育の充実）

端末を使って、自分の考え
をロイロノートに書き込み、
掲示する。

生徒は、大型画面もしくは、
端末を見て、仲間の考えと
自分の考えを比較したり、
分類する。

思考を可視化することで、
自分の考えをまとめ、発表
しやすくなった。

自分の考えと仲間の考えを比較し、整理する
ことで、自分の考えを深めることができた。

１ 授業公開

名寄市立名寄中学校 １学年道徳科
単元名 B－６「思いやり、感謝」
使用ソフト・コンテンツ：ロイロノート

２ 授業の成果と課題
①成果
〇発言が少ない生徒や、学習に困難を抱えている生徒
の意見も取り上げられたり、全員の考えが可視化で
き、意見の共有という点で有効。

〇ロイロノートを使って生徒から出されたキーワード
の情報を共有し、課題を作ることができた。

〇簡単に他者の考えと比較でき、考えが広がったり深
めたりすることができた。

②課題
▲板書とタブレットのバランス。
▲ロイロノートで情報を共有化し、生徒が考えを多角
的・多面的に捉えたか評価したい場面では、ロイロ
ノートのテキストに書き込んで提出させると、教師
が評価しやすいと感じた。
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２ 個別最適な学びと協働的な学びの実現に資する１人１台端末を活用した指導
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全教科での統一した活用例 教科での活用例（中学校）教科での活用例（小学校）

学習過程での位置づけ

導入･･･大型テレビに
前時の学習内容を映し
て、学習の振り返りを
する。
（本時の学習内容に関
係している部分）

展開･･･ロイロノート
に自分の考えをまとめ
させ、児童同士で交流
させる。その後大型テ
レビに映して全体で共
有する。
終末･･･本時の振り返
りをロイロノートに記
入し、提出箱に送る。

評価･･･展開や終末で
ロイロノートに記入
した内容を、提出箱
で集めて評価する。

成果
視覚的にもわかりや
すく、自分の考えを
相手に伝えたり、友
達の意見を取り入れ
たりすることができ
た。

成果
資料箱を活用することで、離れた席の友達の考えも確認することができた。

家庭科（６学年）
単元名「こんだてを工夫して」

家庭科の主菜と副菜の献立を
決める時に、自分の作りたい
献立をロイロノートの「共有
ノート」の機能を使って考え
を出し合った。

成果
思考ツールの「座標
軸」を使うことで、
根拠を基にどのよう
な献立にしたらよい
か話し合うことがで

きた。。

成果
２つの座標軸を使い、
根拠を基に話し合う
ことができた。話し
合った情報の中から
情報を絞り、献立を
決めることができた。

。

美術科（２学年）
単元名「私の中のキャラクター」
カメラ機能を使って自分の作品が
一番美しく見える写真を工夫して
撮影し、共有した。生徒は大画面
もしくは端末を見て、互いの作品
のよさを発見し、伝え合った。

成果
近くで見なけ
ればわからな
い質感まで、
移動せずに鑑
賞できる。
写真データで
取り込むこと
で、ポートフ
ォリオとして
も活用しやす
い。
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３ 教職員のニーズに応じたICT活用研修等の計画的な実施

ロイロノート活用研修会

① 基本操作の振り返り
② シンキングツールの使い方
③ 共有ノートの作り方
④ 小テストやアンケートの具体
⑤ 実践事例の共有

グーグルアプリ活用研修会

①更新による変更点の確認
②マイクロソフトとの違い
③各アプリの活用の具体
●スプレッドシート ●スライド
●ドキュメント
●Ｆｏｒｍｓ（フォームズ）
●Ｊａｍｂｏａｒｄ（ジャムボード）
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４ 名寄市学校情報化推進委員会と連携したICT環境の整備・活用等

理科の実験の授業を教室から
オンライン配信し、それを別
室で視聴しながら一緒に実験
を行った。

ＩＣＴを活用した不登校や登校しぶり等の児童に対する支援について

登校しぶり児童に対するＩＣＴの活用事例 不登校児童に対するＩＣＴの活用事例

児童センターの相談員と一緒
に、会議室からリモートで外
国語の授業に参加。

ＩＣＴ教材「eboard」
を活用した個別学習

ＩＣＴ環境の活用目的
１ 従来からの不登校児童生徒への支援のさらなる充実
２ 児童生徒と学校のつながりの強化
３ 学習意欲の維持・向上

社会的自立
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５ 成果と課題
成果

○各学校の端末の活用ルールを集約し、名寄市の学校としての標準的なガイドラインを作成
○発言が苦手な児童・生徒や学習に困難を抱えているの児童・生徒の意見・考えの可視化
○計画的なICT活用研修による教員のスキルアップ 大部分の教員が最低限使用できるスキルを
習得
○不登校児童生徒支援におけるＷｅｂ教材を活用した学習や別教室と学習教室を繋ぐオンライン
システムの活用

課題（次年度に向けて）

▲インターネット回線がない家庭へのポータブルWi-Fiの貸し出し等の手立て（端末持ち帰りの
際）
▲板書とタブレットの使い分けなど、ＩＣＴの効果的な活用場面を考えた授業改善
▲教員全体のＩＴリテラシ－の向上と人事異動に伴う転入教員へのサポート
▲端末持ち帰りの際の機器の破損・故障に係わる補償と責任の明確化
▲遠隔授業や集中アクセスに対応できる校内Wi-Fi環境のさらなる整備


